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ですから、あなたがたは神に選ばれた者、聖なる、愛されている者として、憐れみの心、

慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさい。互いに耐え忍び、不満を抱くことがあっても、

赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたも同じようにし

なさい。さらに、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛はすべてを完全に結ぶ帯です。

また、キリストの平和があなたがたの心を支配するようにしなさい。この平和のために、

あなたがたは招かれて一つの体とされたのです。また、感謝する人になりなさい。キリス

トの言葉が、あなたがたの内に豊かに宿るようにしなさい。知恵を尽くして教え合い、諭

し合い、詩と賛歌と霊の歌により、感謝して神に向かって心から歌いなさい。そして、言

葉であれ行いであれ、あなたがすることは何でも、すべて主イエスの名によって行い、イ

エスによって父なる神に感謝しなさい。（コロサイ 3:12 ～ 17） 

 

聖書の言葉は美しく、深い慰めを与えてくれる。美しい言葉は美しい心から、深い慰め  

は慰めを知っている心から生まれる。上記の言葉は、その典型的な例で、どれだけの人を  

慰め、励ましてきただろうか。著者は、あなたがたは神に選ばれ、愛され、イエス・キリ

ストの十字架と復活によって、罪が赦され、神と結びつき、聖なる者とされているのだか

ら、憐れみの心、慈愛、謙遜、柔和、寛容を身に着けなさいと勧めている。これら 5 つの

徳目は互いに受け入れ、共に生きるために必要な柔らかな心である。これらを身に着けよ

と勧められてもなかなか身に着くものではない。ただ、神に愛され、聖なる者とされてい

ると信じる時、これらの徳目に目を向け、身に着けたいという思いになる。それが、互い

に忍び合い、責められることがあっても、主イエスが赦してくださったように、あなたが

たも互いに赦し合いなさいという行動を生み出していく。赦しを知る者が赦しを生きる者

となるのである。そして著者は、「さらに、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は

すべてを完全に結ぶ帯です」と、 5 つの徳目に加え、愛を身に着けなさいと勧める。「愛」

は、主イエス・キリストが十字架の上で現してくださった他者のために自分を献げる「ア

ガペー」である。人は奪われ、獲る、与え、受ける関係の中であくせくと生きているが、

主イエスは与え尽くす愛を十字架で示された。このアガペーの愛が、互いを完全に結び合

わせる帯となる。愛の帯で結び合うところに、キリストの平和が人々を支配するのである。

著者は、あなたがたが神に選ばれ、教会に招かれたのは、愛に基づくキリストの平和を体

験して、一つの体とされていることを、身をもって悟り、それを生きるためであると諭す。

コロサイ教会、そして、近隣の諸教会は、このようなキリストの愛が息づき、喜びが満ち

溢れた教会を形成していたのであろう。だから、「また、感謝する人になりなさい。キリ

ストの言葉が、あなたがたの内に豊かに宿るようにしなさい」と言う。喜びの心が感謝を

生み出す。そして、喜び、感謝する時、キリストの言葉を聞き取り、思い、言葉、行動に

生き生きと宿らせることになる。   

著者は、「知恵を尽くして教え合い、諭し合い、詩と賛歌と霊の歌により、感謝して神

に向かって心から歌いなさい。そして、言葉であれ行いであれ、あなたがすることは何で

も、すべて主イエスの名によって行い、イエスによって神に感謝しなさい」と勧める。父  

なる神を、霊をもって感謝し、賛美する。信仰は共に生きることを喜ぶ、それは、主イエ

スの名によってもたらされることを知って、神を賛美するのである。 


